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「古書の街」神田神保町に開業したシェア型書店「パサージュ」（東京都千代田区）
本棚の棚一つ一つに異なるオーナーがいる書店がある。作家や愛書家らが棚を借り、自分が読んでほしいと思う「推し」の本の数々を並べ、売ってもらう。そんな新しいタイプの書店が首都圏で広がっている。多彩な趣味嗜好が詰まった本棚は新たな本と出会うきっかけとなり、本好きたちの輪も広げている。

東京・神田神保町のシェア型書店「PASSAGE（パサージュ）」。パリの商店街をイメージした店内の本棚には実在する31のフランスの通りの名が記されている。歩みを進めると、井上ひさしさんの棚や俵万智さんの棚がある。香水のようなものが入った試験管が置かれた棚には、香りについて書かれた本が並べられている。テーマが謎の棚もあった。

パサージュは仏文学者の鹿島茂さんがプロデュースして2022年3月に開業した。運営会社社長の由井緑郎さんは「売れる本ではなく、自分が本当に売りたい本だけが並んでいる。自分の『推しの1冊』をもっと読んでもらいたいという情熱が面白さにつながっている」と語る。

「好きな本を並べていたら、たぬきと韓国の本が増えちゃって」。棚のオーナーになっている女性は自分の棚の品ぞろえについて楽しそうに語った。「自分が好きな本を買ってもらえると、すっごくうれしくなるんです」

パサージュでは幅41センチメートル、高さ27センチメートルの棚1段分を月5500円から貸し出している。ほかに入会金と販売手数料10%が必要だ。壁一面に広がる約360段分の棚は常にほぼ埋まっており、空きが出るのは月に2〜3段分ほど。借り手希望者の抽選は毎回20倍を超えるという。

本は店頭でもオンラインでも購入可能で、店側が発送作業をする。由井さんは「SNS（交流サイト）での発信に力を入れるほど、棚にファンが付いて売れるようになる」とみている。

紙の本離れが叫ばれ、書店の閉店は珍しくないが、シェア型書店は各地で増え続けている。本棚と借り手となる人がいれば成り立ち、出店のハードルが高すぎないことも背景にあるようだ。


シェア型書店「風六堂」ではワインの空き箱を本棚に見立てて貸し出している
千葉県館山市の「風六堂」は、シェア型書店に愛書家たちが憩える場を併設している。JR館山駅近くの古民家を使った喫茶店「カフェ&ガーデンMANDI」の敷地内に22年6月に開業した。

書店を立ち上げた笹木千尋さんは館山市内に書店が少ないことに気づき、開業を決めたという。ワインの空き箱を本棚に見立てた簡素なつくりで、今は25人ほどが棚を借りている。笹木さんは「本を陳列している人同士はもちろん、観光客と地元住民との会話も生まれ手応えを感じている」。


「ハムハウス」には本、キッチン、雑貨と3つのシェアがそろっている
さいたま市の「ハムハウス」はシェア型書店だけでなく、ご当地品を集めたアンテナショップやシェアキッチンも備えている。旧大宮図書館の書庫を改装し、実際に使われていた書棚などを生かした。

販売用だけでなく、レンタル用や館内閲覧用の本も並べている。手放せないが、お薦めしたい本を気兼ねなく展示できる。棚を借りているオーナーたちの交流も活発で、シェアキッチンも活用しながら親睦を深めているという。


「話せるシェア本屋とまり木」は本棚のオーナーや地域の人が交流できるスペースも設けた（神奈川県茅ケ崎市）
神奈川県茅ケ崎市では「話せるシェア本屋とまり木」が22年4月に開業した。読んだ感想を置いた棚や、絵本と大人用の本を一緒に置いた棚など個性が光る。もともと中華料理店だった店内を改築し、和室などくつろげる空間も設けた。買い物帰りに立ち寄り、地域の交流スペースとして利用されているという。

（森岡聖陽）

＃シェア型書店

本棚を複数のオーナーがシェアし、共同で販売する書店。本棚は縦横数十センチメートルほどのサイズで、棚のレンタル料のほかに販売手数料を取るところが多い。ほかの愛書家と直接交流できる一日店長制度を取り入れている書店も多く、地方都市や観光地などでも開業するところが出てきている。

【関連記事】作家が自身の本棚で売る　書評サイト発のシェア型書店





